
かしまホットニュース
鹿島市の最近の話題や気になる話題をご紹介します。

２．戦後７５年 鹿島と戦争の歴史を伝える

４．「祐徳支縁市（ゆうとくしえんいち）」開催！生産者・製造業者等支援！

１．来館者５万人達成！鹿島市干潟交流館「なな海」！
8月8日、道の駅鹿島にある鹿島市干潟交流館「なな海」の入館者
数が、平成31年4月13日のオープンから約1年4か月で5万人を超えま
した。5万人目となったのは、佐賀市の山浦さん一家で、干潟交流館
が新しく完成したということもあり立ち寄ったとのことです。5万人達成

を記念して山浦さんには、地元フルーツなどの記念品が贈られました。
鹿島市干潟交流館は、有明海特有の生き物を展示したミニ水族館や
干潟の環境を学べる施設として大変好評を得ています。入館は無料
となっていますので、ぜひ、お立ち寄りください。

佐賀県鹿島市 令和2年8月28日

５．「ヒカルの碁」鹿島スクール開講！

No.４９
市のホームページでもご覧いただけます

鹿島は色々なことに取り組んでいます。全国の方に鹿島を
知ってもらうために、みなさんも、ＳＮＳで広めてください。

8月9日、鹿島小学校の駐車場で、鹿島市原爆被爆者の会が主催する慰霊祭が行われ
ました。75年前、長崎への原爆投下後の昭和20年8月12日、鹿島町国民学校（現鹿島小
学校）は被爆者の救護所として、肥前鹿島駅に到着した長崎からの傷病者を受け入れ、
医師や多くの住民が救護にあたりました。鹿島小学校の一角に建つ「平和継承之礎」には
その一端が記されています。鹿島市原爆被爆者の会は、長年、長崎の平和記念式典に参
列していましたが、会員の高齢化で行くことが困難になり、平成23年からは、救護所となっ
た鹿島小学校に石碑を建て、慰霊祭を行ってきました。120人以上いた会員は、現在24人。
この日の慰霊祭は6人が出席し、原爆投下の時刻に合わせて黙とうがささげられました。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内の生産者、製造業者等を支援しようと、市内産業5団体（農

協鹿島支所、漁協鹿島市支所、鹿島嬉野森林組合、鹿島商工会議所、市観光協会）で構成する鹿島市産業
連携活性化協議会の主催で「祐徳支縁市」（物産販売）が開催されます。市内の13事業者が出店され、農産
物や海産物、日本酒やスイーツなど様々な物産が販売されます。また、佐賀牛のほか市内の産物が先着300
人に当たる抽選もあります。開催にあたっては、十分な感染防止対策を実施します。ぜひ、ご来場ください。
【祐徳支縁市（ゆうとくしえんいち）】
日 時 令和2年8月29日（土）10：00～16：00
場 所 祐徳稲荷神社参集殿
問合せ 鹿島市産業連携活性化協議会事務局（市産業支援課内） TEL 0954-63-3411

8月1日、本年度で第19期となる「ヒカルの碁」鹿島スクールが開講し、21人の子どもたちが入

講しました。このスクールは、子どもたちの囲碁への興味と理解を深めることなどを目的に、初
心者対象の囲碁教室として平成14年度から開催されています。鹿島市は、日本で初めて「碁式

」（囲碁のルール）を著し、「碁聖」と呼ばれた「寛蓮」の生誕の地であり、囲碁を活かしたまちづ
くりに取り組んでいます。このスクールからプロ棋士が誕生し、全国で活躍してくれることを期待
しています。鹿島スクールは、来年3月まで、毎月第1・3土曜日（9：30～11：00）を基本に開催し
ており、参加者を随時募集しています。下記までお問合せください。

【問合せ】 市生涯学習課 TEL 0954-63-2125

３．鹿島市独自の経済対策第4弾！ 新型コロナウイルス感染症関連
鹿島市では、新型コロナウイルス感染症関連の経済対策第4弾として、農業者や飲食店等への支

援を実施する予定です。野菜、花き、果樹など高収益作物について、次期作における生産体制の強
化等に取り組む生産者を支援する国の交付金に市独自の上乗せ分として、一律5千円／10aを交付

します。その他に農家の収入保険の保険料の一部補助などがあります。また、好評だった飲食店対
象の「家めし」キャンペーンを、今回は、専門小売店等も対象に「”新”家めし」キャンペーンとして年
末年始に向けて実施する予定です。

↑鹿島市干潟交流館「なな海」（上）
←5万人目の山浦さん一家（左）
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